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12月3日から12月9日までは「障害者週間」です ‥②
平成19年から税源移譲によって、所得税・住民税が変わっています ‥④～⑤
きのくに木造住宅耐震化促進事業‥‥‥‥‥‥⑦
介護保険のご案内～障害者控除について～‥‥⑧
市役所から年末年始のお知らせです‥‥‥‥‥⑪
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平成19年度 市 民表彰
　岩出市の発展に多大な功績やご尽力を賜った方、ま

た、文化の向上発展に優秀な功績を収めた方に贈る市民

表彰を文化祭の開会とともに去る11月３日㈯に市民総

合体育館にて行いました。

平成19年度　市 民 表 彰 受 賞 者
部　　門 氏　　名

ふ る さ と 賞 地 方 自 治 赤井　　孝
ふ る さ と 賞 地 方 自 治 宮本　晴生
ふ る さ と 賞 地 方 自 治 梅田　義博
ふ る さ と 賞 社 会 福 祉 熱田喜美代
ふ る さ と 賞 社 会 福 祉 糸川　澄江
ふ る さ と 賞 社 会 福 祉 道本　和子
ふ る さ と 賞 社 会 福 祉 中川　　實
ふ る さ と 賞 保 健 衛 生 黒山　哲彌
ふ る さ と 賞 保 健 衛 生 児玉　フミ
ふ る さ と 賞 教 育 安居　　理
市 民 文 化 賞 文 化 池上　英明
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　「障害者週間」は、国民の皆さんに広く障害者の福祉について
関心と理解を深めていただくとともに、障害者が社会、経済、文
化その他あらゆる分野の活動に、積極的に参加する意欲を高める
ため、設けられています。
　障害者の社会参加が進むにつれて、まちの中で、障害者のある
人と出会うことが多くなってきました。その時のちょっとした心づ
かいが、障害のある人にとっては大きな助けとなるのに、何をど
う手伝ったらいいのかわからず戸惑うことはありませんか？障害者
のある人との出会いをどのようにしたらいいか、どうすればお互い
の「垣根（バリア）」をなくし自然なお付き合いができるかを一緒
に考えて　みんなでやさしいまちづくりしませんか！

相談支援事業の活動内容
　日常生活に関する相談全般／福祉サービス利用の支援／地
域の福祉サービスの情報提供／サービス利用計画書の作成／
権利擁護に必要な支援／専門機関の紹介／その他

　相談料は無料です。また、相談内容は同意なしに第３者へ
開示することはありません。相談方法は電話、面接、家庭へ
の訪問等、要望に応じて対応させていただきます。匿名でも
かまいません。障害者ご本人やご家庭の立場で、安心して地
域生活が営めるよう支援をさせていただきます。

岩出市障害児者相談支援事業のお知らせ
「障害に関する、どんなご相談でも受け付けます。」
　岩出市では、「障害者相談支援事業」を、社会福祉法人き
のかわ福祉会へ委託しています。
　きのかわ福祉会では専門の相談員が福祉課に常駐し、障害
に関する様々な相談をうけています。福祉サービスを利用し
たいけど手続きが分からない、どのようなサービスがあるの
か知りたい、就職が難しく困っている、障害について知りた
い、家族が家にひきこもっている、地域に困っている人がい
る・・・などなど、障害の種別や年齢にかかわりなく、どん
な相談でも結構です。ご自身やご家族だけで悩まず、まずは
ご連絡ください。
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毎年 12 月は障害者週間
　障害者基本法では、障害者への理解を深めたり、障害者の社会参加の場が設けられる機会として、毎年 12 月
３日から９日までを障害者週間として定めています。しかし、今年４月に内閣府が行った「障害者に関する世論
調査」によると、７割以上の人がこの障害者週間のことを知らないということでした。また、この世論調査によ
ると、社会に障害者差別や偏見があると思う人は全体の８割を超え、障害者の差別を禁止している障害者基本法
についても、知っている人は２割を下回る結果となっており、障害者に対する理解や支援体制整備にはまだまだ
課題がありそうです。

障害者権利条約の採択
　昨年 12 月、国連では、「障害者権利条約」が採択されました。国際人権条約には子どもの権利条約や女性差別
撤廃条約などがありますが、障害者の差別を禁止する条約ができたのは初めてのことです。この条約では障害者
の完全参加と平等がうたわれており、その実現のために「合理的配慮」をしなければならないとされています。
例えばレストランにスロープやエレベーターがなく、車椅子の人が利用できなければ差別にあたるので、何らか
の配慮を講じなければならないということになります。
　既に 100 カ国以上がこの条約に賛同していますが、日本政府も今年９月に条約の内容に賛同する署名をしまし
た。
　前途の世論調査では、機会があれば障害者支援に関わったり、イベントに参加したいと考えている人も半数以
上いることが分かりました。皆さんも障害者週間を機会に、障害者理解を深めてみませんか？

「障害」というハードル
　社会には「障害」がたくさんあります。まち中の段差はもちろんのこと、障害を理由に就職の面接さえ受け付
けてもらえない、自閉症特有の行動を奇異な目で見られ学校や職場でしいたげられる、障害者への偏見、無理解
そのものが障害になることだって少なくありません。例えば聴覚障害者に手話通訳が保障されれば、視覚障害者
に白杖やガイドヘルパーがあれば、障害をそれほど気にせずに外出ができます。後は周りの理解ですね。その人
の障害の程度は変わっていないのに、周りの理解ある支援や社会資源の整備一つで「障害」というハードルは高
くも低くもなるのです。こんなふうにして、いろんな人の存在を受け入れられれば、障害者だけでなく誰にとっ
ても住みやすいまちになります。

障害者基本法（平成 16年改正）

第３条の３　何人も、障害者に対して、障害を理由として、差別することその他

の権利利益を侵害する行為をしてはならない。

知っていますか？
障害者週間と国連・障害者権利条約
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※平成19年中に亡くなられた方や海外へ転出されて平成20年１月１日現在国内に居住されて
いない方には、この経過措置は適用されません。
※この経過措置の対象となる方は、住民税と所得税の人的控除（配偶者控除、扶養控除、基礎
控除など）額の差の合計額が、平成20年度の住民税の合計課税所得金額（課税長期譲渡所得
等の金額がある場合は、これらの金額を合計した金額）以上になる方に限られます。した
がって、寄附金控除額などの人的控除以外の控除額が増加したり、住宅ローン控除などに
よって所得税が課税されなくなった方には、この経過措置は適用されません。

住宅ローン控除
Q
A

Q & A
「住民税の住宅ローン控除額
　の金額はどう決まるの？]

「住民税の住宅ローン控除額」は、
「住宅ローン控除可能額」と「税
源移譲前の税率を用いて算出し
た所得税額」のいずれか少ない
金額から「所得税の住宅ローン
控除額」を差し引いた金額とな
ります。

Q
A

「どういう場合に、
　住民税の住宅ローンの控除の
　対象となるの？」
給与所得者の方については、平
成19年分の給与所得の源泉徴収
票の摘要欄に「住宅借入金等特
別控除可能額」が記載され、こ
の金額が源泉徴収票の「住宅借
入金等特別控除の額」より大き
い場合に、住民税の住宅ローン
控除の対象となります。

Q
A

「平成19年以降に
　入居した場合は？」

「住民税の住宅ローン控除」の適
用はありません。
別途、所得税において、新たな
住宅ローン控除制度の特例が設
けられましたので、所轄の税務
署にお問い合わせください。
「従来の方式」と「控除率を引き下げて控除期
間を延長する方式（10 年から 15 年に延長）」
の選択制をとる特例が新設されています。（ ）

住宅ローン控除モデルケース●夫婦＋子供２人　給与収入700万円（住宅ローン控除可能額：27万円）の場合●

所得変動のモデルケース●夫婦  給与収入500万円の場合●

税源移譲前 税　額 住宅ローン控除額 負 担 額
所得税 263,000

196,000
459,000

263,000
0

263,000

0
196,000
196,000

住民税
合　計

税源移譲後 税　額 住宅ローン控除額 負 担 額
所得税 165,500

293,500
459,000

165,500
97,500
263,000

0
196,000
196,000

住民税
合　計

平成18年（度） 平成19年（度）

所得税 220,000
130,000
350,000

122,500
227,500
350,000

住民税
合　計

税源移譲前の税率を適用 税源移譲後の税率を適用

所得税 0
130,000
130,000

0
227,500
227,500

0
97,500
97,500

住民税
合　計

税源移譲後 税　額 住宅ローン控除額 負 担 額
所得税 165,500

293,500
459,000

165,500
0

165,500

0
293,500
293,500

住民税
合　計
控除額が減少し、負担が増加する。 住宅ローン控除額が減少しないよう、

住民税（所得割）から控除します。※夫婦＋子供２人の場合で子供のうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています
※住宅ローン控除額は、一定の条件で試算した場合の例です。

申告しないと… 申告すれば…

住民税平成18年（度）

平成19年（度）

所得税

所得税

所得税
非課税

住民税

住民税

税源移譲により
増額となった
住民税額

（減額となった所得税額）

税源移譲により増額となった
住民税相当額が還付されます。 還付

申告により

所得変動が
ない場合

平成19年（度）

所得変動が
あった場合

平成18年中の
所得に対して課税

平成19年中の
所得に対して課税

（単位：円）

（単位：円）

平成19年（度）　収入なし

平成19年の収入が
減少した場合

差　額

還付されます!!

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
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所得税から住宅ローン
控除額を引ききれ
なかった方

控除しきれなかった分は
住民税（所得割）から控除されます。
税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除
額が減る場合があるます。平成18年末までに入居し、所得税の住宅
ローン控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額が
ある場合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。

税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽減の影響は受け
ず、住民税率の変更による税負担の増加の影響のみを受ける方につい
ては、既に納付済の平成19年度分の住民税額から、税源移譲により
増額となった住民税相当額を還付します。

平成19年度分住民税を課税した平成19年１月１日現在お住まいの
市区町村へ減額申告書を提出してください。他の市区町村へ転居さ
れた方は申告先をお間違えにならないようご注意ください。

所得変動に伴う住民税の還付を受ける
ためには申告が必要となります。

平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、
毎年申告が必要となります。
平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年３月17日までに、平成20年１月１日
現在お住まいの市区町村へ「市町村民税道府県民税　住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

申告が
必要です！

申告が
必要です！

平成20年
３月17日
まで

申告期限

平成19年に所得が減って
所得税が課され
なくなった方

平成20年
7月1日～31日
まで

申告期限

申告先
平成19年1月1日現在
お住まいの市区町村

税源移譲前 税源移譲後

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方
所 得 税 の 確 定 申 告 を さ れ な い 方
所 得 税 の 確 定 申 告 を さ れ る 方

住民借入金等特別税額控除申告書の提出方法
源泉徴収票を添付して市区町村へ提出
所得税の確定申告書とともに税務署へ提出

申告が
必要です！

申告が
必要です！

所得税額

住宅ローン
控除可能額

住宅ローン
控除可能額

住宅ローン
控除額　　

納付すべき
所得税額　

納付すべき
住民税額　

住民税住宅
ローン控除額

－ ＝ － ＝所得税額

所得税額
が減少

所得税　　
住宅ローン
控除額　　

控除しきれ
なかった額

減少

措 

置

所得税から控除しきれなかった住宅ローン
控除額を翌年度の住民税（所得割）から控除 本

来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【お問い合わせ先】
岩出市役所　総務部税務課…TEL.62-2141 ㈹
納税係…………………………内線 151 ～ 153
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147
市民税係………………………内線 141 ～ 144

納税は便利で確実な口座振替制度を
ご利用ください。

口座振替のお問い合わせは、税務課納税係まで。

固定資産税納期
平成19年度 固定資産税

第３期分の納期限は、

12月25日です｡
期日に遅れないように

お納めください。

　固定資産税の対象となる家屋

は、毎年１月１日現在にある家

屋であり、原則として所有して

いる人に課税されます。

　年の途中に家屋を取り壊した

場合は、翌年度から課税の対象

となりませんので、『建物滅失届』

を提出していただきますよう、

お知らせいたします。

　詳しくは、税務課固定資産税係

（☎62-2141内線145～147）ま

でお問い合わせください。

『建物滅失届』
のお知らせ

市税等の滞納は許されません！
～12月は合同滞納整理強化月間です～

延滞金
納期内に納付されない場合は、法律により年率 14.6％等の
延滞金がかかります。納税はお早めに。

和歌山地方税回収機構
　機構は、滞納税を回収するため、滞納者宅の捜索、及び不動産・貯金・
売掛金等の差押え、公売などの法的処分を行う組織です。
　今年度、機構では９月末現在で 590 件、13.6 億円の徴収困難事案
を引き受け、1029 件の差押えを行い、2.8 億円を徴収しています。
　岩出市では、機構に 59件、約 8300 万円の滞納事案の引継ぎを行っ
ています。今後も機構と連携して、税収及び税負担の公平の確保に

努めます。

　税金によって地方自治は成り立っています。納税者が福祉、教育そ

の他の公共サービスを支えています。公共サービスの充実のため、負

担の公平のために税金の滞納を放置することはできません。

　岩出市では、市税をはじめ介護保険料、保育料、水道料、学校給食

費等の滞納を縮減するために積極的な取り組みを行っています。

　たび重なる催告にもかかわらず納付されない方に対しては、財産調

査を行い、法的な措置を行います。

　12月は、岩出市、和歌山県及び和歌山地方税回収機構が力を合わせ

て、滞納を減らすため差押を行うなど、より一層徴収強化に取り組み

ます。

　納付されていない方は、至急市役所又は金融機関で納付してくださ

い。また、何らかの事情で納付できない方は、未納のまま放置するこ

となく、税務課など関係各課まで是非ご相談ください。
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平成19年度  各種講習日程表（12月～3月）
建設業労働災害防止協会　和歌山県支部　TEL（073）436-1327　FAX （073）426-3987

講 習 の 名 称 日　　　時 場　　　　所 受講料等 受付開始予定

コンクリート造の工作物の解体等作業主任者 12月４日㈫～12月５日㈬ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥10,100 11月５日㈪～

地山の掘削及び土止め支保工作業主任者 １月15日㈫～１月17日㈭ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥16,500 12月17日㈪～

建 築 物 等 の 鉄 骨 組 立 等 作 業 主 任 者 ２月12日㈫～２月13日㈬ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥9,800 １月７日㈪～

足 場 の 組 立 て 等 作 業 主 任 者 ３月11日㈫～３月12日㈬ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥9,600 ２月12日㈫～

《注》１．講義時間は、何れもAM9:00 ～ PM5:00
　　（講義内容により、変更があります。）
２．講習会の受付は、講習会開催の約１ヶ月前からです。

３．受講料は当方に御持参戴くか、又は現金書留でお願いします。
４．受講料等には、テキスト代が含まれています。
５．定員になり次第、締め切ります。

きのくに木造住宅耐震化促進事業
～受けて安心・直して安全～

是非わが家の耐震性を確認し家屋と家具の耐震化を図りましょう。
問合せ先／岩出市事業部都市計画課　℡０７３６ー６２ー２１４１（内線 224）

地震が来ても大丈夫ですか？
阪神・淡路大震災では、昭和56年以前に建築された木造住宅における被害が多く見られました。
これは、昭和56年に建築基準法の改正が行われ、それ以前の建物の耐震性が低いことが原因と考えられます。

東南海・南海地震に備え、昭和56年 5月 31日以前に建築された木造住宅に対して、以下のとおり
補助制度があります。
　１．耐震診断　個人負担はありません。
　２．耐震改修　改修工事費の2/3（60万円限度）を補助します。

どうして耐震化が必要なのでしょうか？
震災での死因の原因の８割は、家屋や家具の倒壊や転倒による圧死によるものでした。

■傾斜した住宅

▲新潟県中越沖地震

■一階部分が倒壊した住宅

▲新潟県中越沖地震

昭和56年以前
0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

90％

100％

29％

37％

34％

9％
17％

75％

昭和57年以降

無被害
小破～中破
倒壊又は大破

①

② ③

4,831

550 121

家屋、家具類等の倒壊による圧迫死と思われるもの
焼死体（火傷死体）及びその疑いのあるもの
その他

①
②
③
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介介護護保保険険
ののごご案内案内
【問い合わせ先】
保険年金課介護保険係………内線 189・198

第１号被保険者（65歳以上）
介護保険料普通徴収 納期
平成19年度 介護保険料第７期分の
納期限は、12月25日㈫です｡
期日に遅れないようにお納めください。
　みなさんが納める保険料は、介護保険
の大切な財源となっています。便利で確
実な口座振替制度をご利用ください。

○控除を受けるまでの手順
①障害者控除対象者認定申請書を市役所保険年金課介護保険係に提
出します（申請書は介護保険係に置いています）。受付期間は、
12月 3日㈪から 12月 28日㈮まで（ただし、土日祝は除く）。

②申請後、介護保険係にて審査し、条件に該当する方には「障害者
控除対象者認定書」を、該当しない方には「障害者控除対象者非
該当通知書」を送付します。

③確定申告の際に、必要書類と併せて「障害者控除対象者認定書」
を持参ください。

※この認定証は、税の申告にのみ利用でき、他のサービス等には利
用できません。

　満 65歳以上の要介護認定者で、下表のいずれかの要件を満たす方は、申請により、岩出市が発行
する「障害者控除対象者認定書」をもとに、所得税や住民税の障害者控除を受けることができます。

～障害者控除について～

認定の対象者

適用される区分
障　害　者 特別障害者

知的障害者（軽度・中度）
に準ずる方

身体障害者（３～６級）
に準ずる方

知的障害者（重度）に準
ずる方

身体障害者（１・２級）
に準ずる方

条　　　　　件

要介護１以上で認知症高
齢者の日常生活自立度が
Ⅱ a以上であること。

要介護１以上で障害高齢
者の日常生活自立度（寝
たきり度）がA1以上で
あること。

要介護３以上で認知症高
齢者の日常生活自立度が
Ⅳ以上であること。

要介護３以上で障害高齢
者の日常生活自立度（寝
たきり度）がB1以上で
あること。

控除される金額
所得税・・・２７万円
住民税・・・２６万円

所得税・・・４０万円
住民税・・・３０万円

※「認知症高齢者の日常生活自立度」・「障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）」とは要介護認定において、対象者の
日常生活における自立の程度を評価した項目であり、全国で統一された判定基準に照らし合わせてランク付されています。

　所得税法や地方税法では、所得申告する本人又は扶養親族等が障

害者に該当する場合、「障害者控除」として一定金額を所得から控除

できることが定められています。

　この障害者控除の対象となる人は、一般的には、身体障害者手帳

や精神障害者保健福祉手帳等の交付を受けている人ですが、手帳を

持っていなくても、「年齢が満 65 歳以上の人で、精神又は身体に障

害があり、その障害の程度が前記の人に準ずるとして市町村長の認

定を受けている人」も、障害者控除を受けることができます。「障害

者控除対象者認定書」の交付は、これらの法令等に基づいて実施す

るものです。

「障害者控除」って

何ですか？
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　平成20年４月１日から和歌山県後期高齢者医療広域連合が運営する後期高齢者医療制度が始まり

ます。

　この制度では、現在 65歳～ 74歳で一定の障害により老人保健医療受給対象者の方は、平成 20

年４月１日から、後期高齢者医療制度の被保険者となりますが、現在加入している国民健康保険や

社会保険等の医療保険を継続することもできますので、新たに始まる後期高齢者医療制度へ移行す

るか、または現在加入の医療保険を継続するかを、ご自身にて選択していただくことになります。

　対象となる方には、保健医療係から通知を12月中に送付いたしますので、詳しくは通知の内容を

ご確認下さい。

（なお、75歳以上の方につきましては、取下げの申請はできません。自動的に後期高齢者医療制度

の被保険者となります。）

問い合わせ先／生活福祉部保険年金課（保健医療係）内線167.182

「障害認定による老人保健医療受給者証」
をお持ちの方へお知らせ

医療受給者証老人保健法

市町村番号

受給者番号

発 行 期 日

交付年月日

発行機関名
及 び 印

法第 2 5 条 第１項
第２号の認定年月日

居 住 地

氏　　名

生年月日

一部負担金
の　割　合

2 7 3 0 0 1 7 7

受　
　

給　
　

者

岩出市西野209番地

昭和○年○月○日

平成○年○月○日から有効

平成○年○月○日

岩　出　市　長
和歌山県

男
岩　出　太　郎

１　割

後期高齢者医療被保険者証
有効期限　　年　　月　　日

被保険者番号

資格取得年月日 年　　　月　　　日

年　　　月　　　日

年　　　月　　　日

年　　　月　　　日

発　行　期　日

交 付 年 月 日

一 部 負 担 金
の割合

保 険 者 番 号
並 び に 保 険
者 の 名 称 及
び 印

被
保
険
者

住　　所

氏　　名

生年月日

印

現在 65 歳～ 74 歳の方で

職業訓練生
の 募 集

就職に有利な専門的知識や技能を習得します。

募集訓練科／•テクニカルオペレーション科（35歳以下、企業実習付き）

　　　　　　•テクニカルメタルワーク科•ビル管理科•ビジネスワーク科

訓 練 期 間／１月８日㈫～６月30日㈪

募集締切期日／ 12月 21日㈮

受　講　料／無料（但し、テキスト代等は自己負担）

問い合わせ先／独立行政法人  雇用・能力開発機構和歌山センター訓練第一課　　電話 073(461)5649
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まちのホットな情報を届けます

　

松
本
氏
は
、
昭
和
33
年
に
高
等

学
校
教
育
と
な
っ
て
以
来
、
英
語

教
育
の
分
野
で
優
れ
た
指
導
力
と

情
熱
を
発
揮
さ
れ
、
更
に
は
、
和

歌
山
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

長
と
し
て
、
県
立
図
書
館
建
設
や

同
和
教
育
行
政
に
心
血
を
注
が
れ

ま
し
た
。
平
成
２
年
に
橋
本
高
等

学
校
長
に
就
任
し
、
情
報
理
数
科

の
設
置
に
ご
尽
力
さ
れ
、
同
校
の

教
育
内
容
の
充
実
と
進
路
指
導
の

向
上
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ら

れ
、躍
進
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
和
歌
山
県
更
生
保

護
大
会
が
11
月
１
日
に
、
ま
た
、

和
歌
山
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
結

成
50
周
年
記
念
大
会
が
11
月
13
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
大
会
に
お
い
て
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
改
善
更
生
、

非
行
・
犯
罪
の
防
止
活
動
に
尽
く

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
多
く
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
、
岩
出
市
か
ら
、
次

の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　

堂
覀　
良
之
（
荊
本
）

近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　

岩
﨑　

俊
弘
（
中
迫
）

　

亀
井　

邦
郎
（
中
黒
）

　

明
治　

む
津
美
（
根
来
）

　

津
田　

武
志
（
野
上
野
）

和
歌
山
県
知
事
感
謝
状

　

伊
都
千
惠
子
（
野
上
野
）

和
歌
山
保
護
観
察
所
長
表
彰

　

森
𦚰　
　

子
（
水
栖
）

　

城
山　

郁
榮
（
尼
ヶ
辻
）

　

仮
屋　

喜
久
江
（
根
来
）

和
歌
山
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　

髙
橋　

和
代
（
紀
泉
台
）

　

上
野　

文
代
（
根
来
）

　

向
井　

佳
代
（
高
塚
）

　

西
山　

美
鈴
（
紀
泉
台
）

　

齋
藤
美
知
子
氏
は
、
永
年
に
わ

た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人

権
相
談
を
は
じ
め
、
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
の
た
め
、
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
の
相

談
に
対
し
て
、真
摯
に
耳
を
傾
け
、

相
手
の
目
線
に
立
っ
て
、
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
そ
の
姿
勢

は
誠
に
顕
著
な
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
り
、
こ

の
度
、
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
啓
発
重
点
目
標
及
び
強

調
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

啓
発
活
動
重
点
目
標

○
育
て
よ
う　

一
人
一
人
の　

人

権
意
識

―
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の

な
い
命
を
大
切
に
―

強
調
事
項

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う

瑞
宝
小
綬
章　

松
本
重
鄕
氏
（
水
栖
）

法
務
大
臣
表
彰
受
賞　

齋
藤
美
知
子
氏
（
高
塚
）

　
　

― 

人
権
擁
護
功
労
に
よ
る 

―

更
生
保
護
関
係
者
表
彰
さ
れ
る

第
59
回 

人
権
週
間　
12
月
４
日
〜
10
日
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新
成
人
に
門
出
を
お
祝
し
ま
す

成
人
式
の
開
催
に
つ
い
て

　

岩
出
市
で
は
、
平
成
20
年
成
人

式
を
次
の
と
お
り
挙
行
い
た
し
ま

す
の
で
、
新
し
く
成
人
に
な
ら
れ

た
方
は
、
是
非
ご
出
席
下
さ
い
。

　

本
市
出
身
者
で
、
現
在
、
市
外

に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
も
ご
参
加

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
華
美
な
服
装
は

ご
遠
慮
下
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
両
親
や
祖
父
母
の
皆

様
も
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是

非
ご
参
加
下
さ
い
。

◎
対
象
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

◎
開
催
日
時

　

平
成
20
年
１
月
14
日
㈷

　

午
前
９
時
か
ら
受
付

　

午
前
９
時
30
分
開
会

◎
内　

容

　

第
一
部　

式
典

　

第
二
部　

記
念
イ
ベ
ン
ト

　

第
三
部　

記
念
撮
影

◎
開
催
場
所

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

教
育
部
生
涯
学
習
課

　
　

電
話　

62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
９
４
）

藤
崎
井
・
小
田
井
土
地
改
良
区

総
代
選
挙
の
お
知
ら
せ

　

任
期
満
了
に
よ
る
藤
崎
井
・
小

田
井
土
地
改
良
区
総
代
選
挙
が
、

左
記
の
と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

一
、
選
挙
期
日

　

平
成
19
年
12
月
25
日
㈫

二
、
立
候
補
届
出
期
間

（
受
付
日
）

　

平
成
19
年
12
月
18
日
か
ら
19
日

ま
で
（
二
日
間
）

（
受
付
時
間
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

三
、
届
出
場
所

　

岩
出
市
役
所
（
第
一
会
議
室
）

　

な
お
、
立
候
補
届
出
等
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　

電
話　

62

２
１
４
１

年
末
年
始
の

市
役
所
事
務
の
お
知
ら
せ

　

12
月
29
日
㈯
か
ら
１
月
３
日
㈭

ま
で
一
般
事
務
は
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
４
日
㈮
か
ら
は
、

平
常
ど
お
り
事
務
を
行
い
ま
す
。

　

連
絡
先　

総
務
部
総
務
課

　
　
　
　
　
　

☎
62

２
１
４
１

年
末
年
始
の

バ
ス
運
行
の
お
知
ら
せ

○
岩
出
市
巡
回
バ
ス

○
紀
の
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

12
月
31
日
㈪
ま
で
平
常
ど
お
り

運
行
い
た
し
ま
す
が
、
年
始
は
１

月
１
日
㈫
か
ら
３
日
㈭
ま
で
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
、
１
月
４
日
㈮
か

ら
平
常
ど
お
り
運
行
い
た
し
ま
す
。

○
大
阪
方
面
バ
ス（
岩
出
〜
樽
井
線
）

　

年
末
年
始
も
運
行
い
た
し
ま

す
。
た
だ
し
、
12
月
31
日
㈪
か
ら

１
月
３
日
㈭
ま
で
は
、
土
・
休
日

用
ダ
イ
ヤ
で
運
行
い
た
し
ま
す
。

※
年
末
年
始
は
、
根
来
寺
周
辺
が

混
み
合
い
、
運
行
時
間
に
遅
れ
を

生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
部
総
務
課

　
　
　
　
　
　

☎
62

２
１
４
１

　

和
歌
山
バ
ス
那
賀
㈱

　
　
　
　
　
　

☎
75

２
１
５
１

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出
に
つ

い
て
お
知
ら
せ

　

岩
出
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農

業
委
員
の
選
挙
に
つ
き
、
毎
年
農

家
の
選
挙
資
格
者
を
調
査
し
、
選

挙
人
名
簿
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

次
の
選
挙
資
格
者
に
該
当
す
る

方
は
、
平
成
20
年
１
月
10
日
ま
で

に
農
業
委
員
会
へ
申
請
を
提
出
し

て
下
さ
い
。

（
選
挙
資
格
者
）

◎
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
岩
出

市
内
に
在
住
し
、
満
20
歳
以
上

の
方
で
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
を
耕
作
し
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
方
。

　

く
わ
し
く
は
、
岩
出
市
農
業
委

員
会
（
電
話　

62

２
１
４
１　

内
線
２
３
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

平成20年
　

平
成
20
年
１
月
３
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
、
大
宮
緑
地
総
合
運
動

公
園
に
お
い
て
、
消
防
団
出
初
式
を
行
い
ま
す
。

　

部
隊
視
閲
、
永
年
勤
続
者
等
の
表
彰
、
全
部
隊
に
よ
る
一
斉
放

水
を
披
露
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
観
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

岩
出
市
消
防
団

出
初
式
の
お
知
ら
せ

市役所から

年末年始のお知らせです
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問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

年
末
年
始
の

資
源
ご
み
回
収
の
お
知
ら
せ

　

年
末
の
資
源
ご
み
回
収
に
つ
き

ま
し
て
は
、
12
月
28
日
㈮
ま
で
。

年
始
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
月
４

日
㈮
か
ら
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

年 

末
し
尿
計
画
収
集
に
ご
協
力
を

　

那
賀
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人

口
増
加
及
び
浄
化
槽
の
普
及
に
伴

い
、
し
尿
の
搬
入
量
が
年
々
増
加

し
、
処
理
能
力
を
上
回
る
量
を
処

理
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
12
月
は
各
家
庭
よ
り

し
尿
収
集
申
込
み
が
集
中
す
る
た

め
短
期
間
に
大
量
の
し
尿
を
処
理

す
る
こ
と
と
な
り
、
施
設
に
無
理

が
生
じ
て
住
民
の
皆
様
に
大
変
な

ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
し
尿
の
計
画

収
集
に
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
様

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
年
末
年
始
の
受
付
業
務
休
止
日

平
成
19
年
12
月
29
日
〜
平
成
20

年
１
月
３
日

◎
12
月
の
汲
み
取
り
依
頼
は
、
期

間
に
余
裕
を
持
っ
て
12
月
20
日

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
収
集
で
き
な
い
廃
棄
物

（
粗
大
ご
み
と
し
て
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
等
）
を
、
左

記
の
場
所
に
各
自
持
ち
寄
っ
て
い

た
だ
き
、
有
料
で
回
収
す
る
と
い

う
機
会
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

○
回
収
日

　

平
成
19
年
12
月
16
日
㈰

○
回
収
場
所

　

市
民
総
合
体
育
館

　

北
側
駐
車
場

○
回
収
時
間

　

午
前
８
時
〜
午
後
２
時
ま
で

○
主
な
引
取
り
品
目
及
び
料
金

　

暖
房
用
機
械
器
具

　
　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り
10
円

　

農
業
用
機
械
一
式

　
　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り
10
円

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り
70
円

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り
15
円

　

家
庭
用
消
火
器

　
　
　
　
　
　

１
個　

五
〇
〇
円

　

バ
ッ
テ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

１
個　

五
〇
〇
円

　

タ
イ
ヤ　
（
外
径
55
㎝
以
下
）

　
　
　
　

１
本　
　
　

五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
外
径
75
㎝
以
下
）

　
　
　
　

１
本　

一
，
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
外
径
100
㎝
以
下
）

　
　
　
　

１
本　

一
，
五
〇
〇
円

　

単
車

　
　
　
　

１
台　

一
，
五
〇
〇
円

　

物
干
し
台（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
台
）

　
　
　
　

１
台　
　
　

五
〇
〇
円

　

な
お
、
そ
の
他
の
廃
棄
物
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
日
現
地
で
ご
相

談
下
さ
い
。

　

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
エ
ア
コ
ン
（
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
）・

油
類
及
び
産
業
廃
棄
物
に
つ
き
ま

し
て
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
で
市
で
収
集
で
き

な
い
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

岩出市
総合体育館

岩出市
商工会

南　側
駐車場

北側駐車場

東　側
駐車場

東　側
駐車場

適正処理困難
廃棄物受付会場

適正処理困難廃棄物受付会場　略図

至 

大
宮

県
道
泉
佐
野
岩
出
線

至 

泉
南
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岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促

進
し
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を

図
る
た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
し
た
方
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
次
の
と
お
り
、
補
助
し

て
い
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

（
法
人
等
事
務
所
は
除
く
）

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売

店
か
ら
処
理
機
を
購
入
す
る

方

③
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の

期
間
に
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
し
、
自
己
の
住
居
に
設
置

で
き
る
方

④
周
辺
の
人
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
、
常
に
良
好
な
状

態
で
維
持
管
理
で
き
る
方

⑤
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど

適
切
に
処
理
し
、
生
ご
み
を

減
量
化
で
き
る
方

○
受
付
期
間

•
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の

随
時

•
補
助
予
定
台
数
（
40
台
）
に

達
し
た
場
合
、
そ
の
時
点
で

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
補
助
対
象
品
目

　

•
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

○
補
助
金
額
等

•
１
台
あ
た
り
購
入
金
額
の
二

分
の
一
。
た
だ
し
、
補
助
限

度
額
は
二
〇
，
〇
〇
〇
円
と

す
る
。

•
一
世
帯
あ
た
り
１
台
と
す
る

＊
申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
生

活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

◎
犬
は
、つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
！

○
犬
の
放
し
飼
い
は
、
県
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
は
、
必

ず
引
き
綱
な
ど
で
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◎
鑑
札
・
注
射
済
票
は
必
ず
犬
の

首
輪
な
ど
に
付
け
ま
し
ょ
う
！

○
万
が
一
の
行
方
不
明
時
に
、

「
鑑
札
・
注
射
済
票
」
は
迷

い
犬
札
に
な
り
ま
す
。

◎
排
便
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
！

○
排
便
（
尿
）
は
専
用
ト
イ
レ

等
、
決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ

ま
し
ょ
う
。（
自
宅
で
済
ま

せ
て
か
ら
散
歩
を
し
ま
し
ょ

う
。）

○
散
歩
中「
ふ
ん
」を
し
た
時
は
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◎
泣
き
声
、
悪
臭
を
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
！

○
犬
の
つ
な
ぐ
場
所
を
考
え

て
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
飼
っ
て
い
る
場
所
を
清
潔
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
最
近
、
飼
い
主
の
わ
か
ら
な

い
猫
に
庭
や
家
屋
を
排
泄
物

で
汚
さ
れ
た
、
鳴
き
声
が
う

る
さ
い
等
の
苦
情
が
増
え
て

い
ま
す
。
飼
う
な
ら
責
任
を

も
っ
て
、
他
人
に
迷
惑
の
か

か
ら
な
い
よ
う
に
飼
い
ま

し
ょ
う
。

電
動
式
生
ご
み
処
理
機

　
　
　

購
入
補
助
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

犬
・
猫
の
飼
育
は

　
　
　

飼
い
主
の
責
任
と
愛
情
で
!!

　

ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道
路
な

ど
に
捨
て
た
場
合
に
は
、
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
、
環

境
汚
染
を
ま
ね
く
な
ど
多
く
の
皆

さ
ん
に
多
大
な
迷
惑
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
う
し
た
社
会
の
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
行
為
は
や

め
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
集
積
場
所
へ
地
域
外
の

人
が
不
適
切
な
ご
み
の
出
し
方
を

し
、
地
域
の
方
が
迷
惑
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
出
す
場
合
、
き
ち
ん
と

分
別
し
、
市
の
指
定
袋
に
入
れ
、

収
集
日
に
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所

に
出
し
ま
し
ょ
う
！

ご
み
の

不
法
投
棄

禁
止
！
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12 月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ
県道泉佐野岩出線
東側 地域

12月５日・19日・29日
（第１・第３水曜日・第５土曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線
西側 地域

12月12日・26日・29日
（第２・第４水曜日・第５土曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第
4項、第 6条の 2第 1項）

◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃
掃法第 3条）

◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃
掃法および条例）

　岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」への記入とあわ
せて、「免許証等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますの
で、市民の皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。持込車両は、鉄板の上をさ
けてロータリー植え込み側（東側）黄色の線内に駐車してください。

クリーンセンターからお知らせ

年末の持ち込みごみ受付について

受　付　日 受付時間（時間厳守） 受　付　場　所

12 月
27日 木

8：00～ 12：00
岩出クリーンセンター

28日 金
29日 土

8：00～ 15：00
30 日 日

■年末の持込みごみの受付日と時間について

上記受付時間以外の受付はできませんのでご注意ください
　12月 31日から 1月 3日までの 4日間は、クリーンセンターは休業しますので、持ち込みごみ（一般・不燃・粗大・
資源）の受付は出来ません。
　収集業務は、1月 4日より平常どおり開始いたします。
■お願い
　現在、クリーンセンター内では、新施設建設のための造成工事を行っていますので、一時的に多量のごみを保管する場所の確保が
困難となっています。
　そのため、クリーンセンターにごみを持ち込まれる場合、できるだけ年末時を避けていただきますようご協力お願いいたします。

生活環境のページ

■年末・年始のごみの収集は次のとおりです。
収　集　日 収 集 区 分 収 集 区 域

年　

末
12 月

27日 木 可燃物ごみ 県道泉佐野線の「東側」
資源ごみ 県道泉佐野線の「西側」

28日 金 可燃物ごみ 県道泉佐野線の「西側」
資源ごみ 県道泉佐野線の「東側」

29日 土 不燃物ごみ 市内全域
30日 日 可燃物ごみ 市内全域
31日 月

12 月 31日から１月３日までの４日間、クリーンセンターは休業しますので

持ち込みごみ（一般・不燃・粗大・資源）の受付ができません。年　

始
１月

１日 火
２日 水
３日 木

４日 金 可燃物ごみ 県道泉佐野線の「西側」
資源ごみ 県道泉佐野線の「東側」

保健推進
だより



15 広報いわで　2007.12

保保健健推推進進
だだよよりり

那賀休日急患診療所の
夜間診療時間の変更のお知らせ

那賀休日急患診療所 紀の川市東大井 350　☎ 77-6410

　平成19年４月から診療時間が下記のとおりとなっ
ています。
(日曜祝日・年末年始）
　昼間　９時～17時(受付終了16時30分）
　夜間　20時～22時(受付終了22時）
(土曜日）
　夜間　20時～22時(受付終了22時）

　

冬
に
よ
く
流
行
す
る
感
染
症
に

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も

人
か
ら
人
へ
と
感
染
が
広
が
る
た

め
、
大
変
流
行
し
や
す
い
感
染
症

で
す
。
特
に
抵
抗
力
の
弱
い
小
さ

い
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
は
注

意
が
必
要
で
す
。
し
っ
か
り
と
予

防
し
、
こ
の
冬
を
元
気
に
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

〈
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
〉

　

38
度
以
上
の
急
な
高
熱
、
筋
肉

痛
や
関
節
痛
、
頭
痛
な
ど
の
全
身

症
状
が
出
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

高
齢
者
で
は
肺
炎
合
併
に
よ
る
死

亡
例
も
多
く
、
乳
幼
児
で
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
脳
炎
・
脳
症
に
至
る

こ
と
も
あ
る
と
て
も
怖
い
感
染
症

で
す
。

　

予
防
に
は
手
洗
い
、
う
が
い
、

人
ご
み
を
避
け
る
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、予
防
接
種
も
効
果
的
で
す
。

１
０
０
％
予
防
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
重
症
化
や
死
亡
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
65
歳
以

上
の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
対
象
の
方
で
、
ま
だ
お
済

み
で
な
い
方
は
、
12
月
28
日
が
予

防
接
種
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
申
し
込
み
の
上
、
お
早
め

に
指
定
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
〉

　

吐
き
気
・
嘔
吐
、
発
熱
、
腹
痛
・

下
痢
な
ど
が
主
な
症
状
で
す
。
感

染
者
の
嘔
吐
物
や
便
を
介
し
て
人

か
ら
人
へ
感
染
し
た
り
、
食
べ
物

を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。
わ
ず
か

な
ウ
イ
ル
ス
で
も
感
染
す
る
の

で
、集
団
感
染
も
起
こ
り
や
す
く
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
食
品
は
で
き
る
だ
け
な
ま
物
を

避
け
、
85
度
で
１
分
以
上
加
熱

す
る
。

②
調
理
前
後
、
ト
イ
レ
や
お
む
つ

交
換
の
後
は
必
ず
石
け
ん
で
手

を
洗
う
。

③
調
理
器
具
は
時
々
塩
素
系
漂
白

剤
で
殺
菌
す
る
。

④
嘔
吐
物
・
便
を
処
理
す
る
と
き

は
、
ウ
イ
ル
ス
の
飛
散
を
防
ぐ

た
め
に
、
使
い
捨
て
マ
ス
ク
と

手
袋
を
着
用
し
、
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
で
拭
き
取
る
。
拭
き
取
っ

た
後
は
塩
素
系
漂
白
剤
を
60
倍

に
薄
め
た
も
の
で
床
を
拭
く
。

　

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を

し
っ
か
り
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
こ
れ
ら
の
感
染
症
が
疑
わ
し
い

と
き
は
、
素
人
判
断
せ
ず
、
す
ぐ

に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
ご
用
心
！

月 日 曜 歯科医師名 住所（診療所） TEL（診）

12　

月

2 日 中 前 歯 科 医 院 岩出市金池 442-4 63-1771
9 日 中 西 歯 科 医 院 紀の川市打田 169-2 78-2233
16 日 中 嶋 歯 科 医 院 岩出市高塚 225 63-1020
23 日 吉 村 歯 科 医 院 紀の川市貴志川町長原 248-8 64-8111
24 月 え の き 歯 科 岩出市西国分 529-4 63-3763
29 土 安 村 歯 科 医 院 紀の川市名手市場 161-2 75-2202
30 日 青 木 歯 科 医 院 岩出市吉田 257-1 61-0889
30 日 田 原 歯 科 紀の川市貴志川町前田 86-7 64-1080
31 月 みやもと歯科医院 岩出市川尻 229-3 69-3993
31 月 森 歯 科 医 院 紀の川市粉河 11-1 73-2220

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会

総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400
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保健推進だより

あ
な
た
は
タ
バ
コ
と
健
康
と

ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
？

シリーズ
　

い
よ
い
よ
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
で

す
。
ス
テ
ッ
プ
５
禁
煙
を
継
続
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気

を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

（
喫
煙
再
開
の
き
っ
か
け
と
、
そ

の
対
策
）

　

禁
煙
を
始
め
て
か
ら
太
り
だ
し

た
た
め
喫
煙
を
再
開
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
人
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、

○
禁
煙
に
よ
る
肥
満
を
予
防
す

る
。

•
規
則
正
し
く
３
食
を
き
ち
ん

と
食
べ
る
。

•
腹
八
分
目
で
、
よ
く
噛
ん
で

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
。

•
低
カ
ロ
リ
ー
の
食
品
を
摂

る
。

•
辛
い
味
付
け
は
ご
飯
の
量
を

増
や
す
の
で
、
な
る
べ
く
避

け
る
。

•
油
を
多
く
使
っ
た
料
理
は
控

え
る
。

•
ア
ル
コ
ー
ル
は
食
欲
中
枢
を

刺
激
す
る
ほ
か
、
理
性
に
よ

る
抑
制
を
な
く
す
た
め
控
え

る
。

•
口
寂
し
さ
を
し
の
ぐ
た
め
、

水
や
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
歯

を
磨
く
。

•
体
重
を
記
録
す
る
。

•
食
事
だ
け
で
体
重
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
と
、
脂
肪
の
ほ

か
筋
肉
ま
で
落
ち
る
た
め
運

動
と
組
み
あ
わ
せ
ま
し
ょ

う
。

○
禁
煙
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
や

禁
煙
中
の
努
力
を
思
い
浮
か
べ

ま
し
ょ
う
。

○
禁
煙
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

○
気
楽
な
気
持
ち
で
禁
煙
を
続
け

ま
し
ょ
う
。

○
無
理
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て

い
た
禁
煙
を
達
成
で
き
た
こ
と

に
自
信
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
周
り
の
人
に
禁
煙
を
勧
め
ま

し
ょ
う
。（
タ
バ
コ
を
吸
わ
な

い
者
と
し
て
あ
な
た
の
立
場
を

周
囲
の
人
に
定
着
さ
せ
ま
す
。）

　

以
上
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
、
禁
煙
を
継
続
し
健
康
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
あ
な
た
は
健
康
で
す
か
？
」

と
尋
ね
ら
れ
た
と
き
、即
座
に「
は

い
」
と
答
え
ら
れ
ま
す
か
。
健
康

は
何
気
な
く
暮
ら
し
て
い
る
毎
日

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
大
き
く
左

右
さ
れ
ま
す
。

　
「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、

自
分
の
身
体
状
態
や
生
活
ス
タ
イ

ル
に
基
づ
い
た
健
康
づ
く
り
を
実

践
し
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て

食
生
活
を
始
め
と
す
る
日
常
生
活

等
の
改
善
を
実
行
し
、
達
成
さ
せ

る
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

今
回
、
岩
出
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
で
は
次
の
と
お
り
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
、
学
習

会
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て

「
食
」
や
「
健
康
」
に
つ
い
て
勉

強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
学
習
会
日
時

　

平
成
20
年
１
月
29
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分

●
対
象
者

18
歳
以
上
で
男
女
を
問
わ
ず
興

味
の
あ
る
方
。

●
定
員　

20
名

●
内
容

•
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
説
明

•
生
活
習
慣
病
予
防
の
講
話

•
調
理
実
習

●
申
込
方
法

12
月
25
日
㈫
ま
で
に
岩
出
市
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健

推
進
課
）
ま
で
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

℡
６
１

２
４
０
０

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

岩
出
市
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

　

〜
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

　
　
　
　

及
び
学
習
会
の
お
知
ら
せ
〜

日　程 場所 テーマ（内容） 講　師

１月17日㈭ 総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

•講話
　「メタボリックシンドロームについて」
•腹囲、体重、血糖値、血管年齢測定

よしだクリニック

医師　吉田夏彦氏

１月23日㈬ •講話と実習
　「カロリー計算の仕方について」

岩出市　栄養士１月30日㈬ •講話と調理実習
　「計量スプーンの正しい使い方」

２月７日㈭ •講話と実習
　「上手な外食の仕方」

２月14日㈭ 根
来
山
げ
ん
き
の
森

•ストレッチ運動、ウォーキング

健康運動指導士

田村　朋子氏

２月20日㈬ •ストレッチ運動、ウォーキング

２月27日㈬ •ストレッチ運動、ウォーキング
•腹囲・体重・血管年齢測定

この教室に参加して、健康的な生活を目指しませんか？
普段の生活を少し変えることで健康でいきいきとした生活に
なります。
何から始めたらよいか分からないという方、是非参加してみ
てください。
医師・栄養士・保健師がそのお手伝いをさせていただきます。
以下の日程で教室を行います。

★時　間　受付　午後１時 15分から
　　　　　教室は　午後１時 30分～午後３時まで
★対象者
• 40歳以上の岩出市に住所を有する方
•原則として７回すべてに参加していただける方
•体重を少し落としたいと思っている方
•健康的な生活を送る方法を学びたい方
★定　員
　約20名（定員になり次第受付を終了させていただきます。）
★申込方法　電話でお願いします。
★お申し込み先　保健推進課　電話 61-2400
お申し込みいただいた方には後日詳しい案内を送付いたし
ます。

メタボリックシンドローム予防教室
参加者募集



平成19年12月 平成20年１月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
17日㈪

H19 年 8 月生まれ
21日㈪

H19 年 9 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

18日㈫ 22日㈫

7か月児
11日㈫

H19 年 5 月生まれ
15日㈫

H19 年 6 月生まれ 13:00 ～ 13:15
12日㈬ 16日㈬

1歳8か月児
4日㈫

H18 年 4 月生まれ
8日㈫

H18 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:15
5日㈬ 9日㈬

3歳6か月児
7日㈮

H16 年 5 月生まれ
11日㈮

H16 年 6 月生まれ 13:00 ～ 13:30
14日㈮ 18日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
4日㈫

H19 年 1 月生まれ
8日㈫

H19 年 2 月生まれ 9:00 ～ 9:30
5日㈬ 9日㈬

2歳6か月児
7日㈮

H17 年 5 月生まれ
11日㈮

H17 年 6 月生まれ 9:00 ～ 9:30
14日㈮ 18日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

10日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

28日㈪

沐浴実習
妊娠疑似体験
産後うつについて
子どもの心を育てるために

13:15 ～ 13:30

栄
養
教
室

離乳食 13日㈭ 離乳食 17日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

3日㈪
21日㈮

機能訓練室のフリー
開放

7日㈪
25日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

8日㈯
ミレニアシティ
オークワ

2日㈬
ミレニアシティ
オークワ 10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16
～ 69歳）
65 歳以上の方は 60
～ 64 歳の時に 1 回
でも経験のある方

18日㈫
ホームセンター
コーナン

12日㈯
ミレニアシティ
オークワ

30日㈰
ミレニアシティ
オークワ

22日㈫ エバグリーン

保健事業予定表保健事業予定表
（平成19年12月、平成20年1月）

保健推進だより
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パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
４
回
パ
ソ
コ
ン
基
礎
教
室

　

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
方

が
対
象
で
す
。

【
内
容
】

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
全
般
・

フ
ァ
イ
ル
の
開
き
方
・
保
存
等

【
テ
キ
ス
ト
代
】
千
円

【
日
程
】

平
成
20
年
１
月
27
・
２
月
３
・

17
日
・
24
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分　

１
講
座
４
日
間

の
受
講
に
な
り
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

岩
出
市
民
の
方
（
学
生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
「
第
４
回
パ
ソ

コ
ン
基
礎
教
室
」・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
12
月
19
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
649

6292
岩
出
市
西
野
２
０
９

番
地　

岩
出
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
公
民
館
係
ま
で
お
申

込
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、応
募
者
多
数
の
場
合
、

初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

福　

祉

問い合わせ先
平
成
20
年 

1
月
24
日
㈭

平
成
20
年 

1
月
22
日
㈫

平
成
20
年 

1
月
17
日
㈭

平
成
20
年 

1
月
15
日
㈫

平
成
20
年 

1
月
10
日
㈭

平
成
20
年 

1
月
8
日
㈫

1
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み

を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を
対

象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い
て
、

毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
月
1

回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30

分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

生
涯
学
習

恩給欠格者、戦後強制抑留者、
引揚者の皆様へ
　旧軍人等で恩給等を受けていない恩給
欠格者、戦後、ソ連やモンゴルに強制抑
留された者、終戦に伴い本邦以外の地域
から引揚げられてこられた者の「ご本人」
に、あらためて慰藉の念を表すため、内閣
総理大臣名の『特別慰労品』を贈呈して
います。
　過去に内閣総理大臣名の書状等を受け
た方、書状を受ける資格があったにもか
かわらず、請求されていない方も対象です。
・請求書は、福祉課にあります。
・資格要件などのお問い合わせは独立行
政法人平和記念事業特別基金まで
〈無料電話〉0120-234-933
　（月～金　9:15～17:15  土日休）
〈ホームページ〉http://www.heiwa.go.jp

市では有料広告

を募集しています

問い合わせ先

市長公室（内線 118）和歌山県岩出市西安上 270
【問い合わせ先】 ☎0736-62-1522（山口）  ☎0736-61-3722（大中）・医療法人 富田会

住宅型有料老人ホーム

エンゼルパーク
医療法人富田会が運営いたします。

（富田病院隣接）

入居申込金（今回募集のみ半額）：5万円～
入居金：賃貸方式
月額利用料：159,000 円～（室料·管理料·食費含む）
入居対象者：要介護者

第一次入居者募集（～19年12月）

平成20年2月完成

NewMachine
長方形
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◎
成
人
講
座

　

12
月
は
休
講
と
な
り
ま
す
。

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
マ
ジ
ッ
ク
講
座

講
師
＝
和
歌
山
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
ク

ラ
ブ　

山
本
隆
造
氏

▼
紀
泉
台
学
園

日
時
＝
12
月
７
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

日
時
＝
12
月
11
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

日
時
＝
12
月
14
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

日
時
＝
12
月
18
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

日
時
＝
12
月
21
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

行
政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日
時　

12
月
20
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　

金
池
92
番
地

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

市
民
ふ
れ
あ
い
係

人
権
相
談

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
取
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、い
や
が
ら
せ
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵

害
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
11
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

金
池
92
番
地

　
　
　

電
話
63

３
２
４
６
㈹

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

☎
62

２
１
４
１
（
内
線
321
）

第
２
回

岩
出
市
新
春
〝
初
蹴
り
〞

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
の
お
し
ら
せ

○
日
時　

平
成
20
年
１
月
２
日
㈬

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
集
合

　
　
　
　

午
前
10
時
開
会

○
場
所　

岩
出
中
学
校
運
動
場

（
雨
天
時
は
岩
出
中
学
校
体
育
館
・

岩
出
市
立
体
育
館
で
の
開
催
と
な

り
、
上
靴
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

○
種
目
（
５
人
制
）

▽
小
学
生
低
学
年
の
部

▽
小
学
生
高
学
年
の
部

▽
中
学
生
の
部

▽
高
校
・
一
般
の
部

▽
女
子
の
部

※
そ
の
他
、
ボ
ー
ル
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
大
会
も
あ
り
ま
す
。

（
１・２・３
位
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
贈
呈
）

○
参
加
料　

無
料

○
申
込
み
先

•
榎
本　

℡
62

４
４
９
６

（
も
し
く
は
市
民
総
合
体
育
館
へ

　
　
　
　
　

℡
62

０
３
７
０
）

○
申
込
み
締
切
日

　

平
成
19
年
12
月
26
日
㈬

第
２
回

岩
出
市
民
少
年
剣
道

練
成
大
会
の
お
し
ら
せ

○
日
時　

平
成
19
年
12
月
23
日
㈰

　
　
　
　

午
後
12
時
30
分
開
会

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

○
種
目　

個
人
試
合

○
参
加
資
格

岩
出
市
在
住
の
小
学
生
及
び
中

学
生

○
主
旨

剣
道
の
練
成
を
通
し
て
小
学

生
、
中
学
生
の
健
全
育
成
を
目

的
と
す
る
。

○
申
込
み
先

•
岩
出
市
水
栖
269

15

　

黒
川　

昭
男

　
　
　
　
　

℡
62

２
４
４
４

•
市
民
総
合
体
育
館
内

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

　
　
　
　
　

℡
62

０
３
７
０

○
申
込
み
締
切
日

　

平
成
19
年
12
月
14
日
㈮

相　

談

ス
ポ
ー
ツ

暮らしの情報
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総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

12
月
22
日
㈯

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が

必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は

応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
責
任
は
負
い
ま
せ

ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場

制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

保
育
所
臨
時
職
員
の

募
集
に
つ
い
て

　

岩
出
市
立
保
育
所
臨
時
職
員
と

し
て
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
臨
時
給
食
配
膳
補
助
員

給
食
施
設
等
に
お
い
て
一
定
期

間
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た

経
験
を
有
す
る
方
で
長
期
間
勤

務
で
き
る
方
（
一
定
期
間
＝
概

ね
２
年
間
）

○
賃
金

　

一
日　

５
，
３
２
０
円

○
提
出
書
類

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

○
勤
務
開
始
年
月
日

　

平
成
20
年
１
月
４
日

○
受
付
期
間

　

平
成
19
年
12
月
３
日
㈪
〜

　

平
成
19
年
12
月
７
日
㈮

○
面
接
日

　

受
付
後
随
時

○
そ
の
他

採
用
さ
れ
た
方
は
、
社
会
保
険

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
３
２
５

み
そ
づ
く
り
伝
承
塾

あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　　

岩
出
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協

議
会
主
催
で
、
安
全
で
安
心
な
材

料
を
使
っ
た
み
そ
づ
く
り
伝
承
熟

を
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

平
成
20
年
１
月
23
日
㈬

　

13
時
30
分
〜
16
時

○
場
所
・
募
集
人
数

※
岡
田
集
会
所
（
定
員
20
名
）

※
上
岩
出
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　

（
定
員
10
名
）

※
サ
ン
ホ
ー
ル
（
定
員
10
名
）

○
申
込
締
切
日　

12
月
21
日
㈮

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

○
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
（
記
入
例
参
照
）

○
費　

用

　

２
，
１
０
０
円
（
１
月
16
日
㈬
又

は
17
日
㈭
に
農
林
経
済
課
に
て
お

支
払
い
い
た
だ
き
、
材
料
の
大
豆
を

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。）

自
衛
官
等

募
集
の
お
知
ら
せ

防
衛
省
で
は
、
平
成
19
年
度
自
衛

隊
生
徒
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

○
募
集
種
目

　

自
衛
隊
生
徒

　
　
　
　
　
（
陸
上
自
衛
隊
の
み
）

○
受
験
資
格

中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の

男
子

○
受
付
期
間

　

平
成
19
年
11
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
20
年
１
月
８
日

○
試
験
日

　

１
次
試
験

　
　
　
　
　

平
成
20
年
１
月
12
日

○
合
格
発
表

　

１
次
試
験　

平
成
20
年
１
月
21

日
（
合
格
者
は
、
２
次
試
験
の
案

内
が
あ
り
ま
す
。）

○
採　

用

　

平
成
20
年
４
月
上
旬

○
内　

容

　

修
学
年
限
は
４
年
間
で
、
当
初

３
年
間
は
、
一
般
の
高
校
と
同
じ

学
科
を
学
び
な
が
ら
、
防
衛
教
養

等
の
教
育
や
訓
練
を
受
け
ま
す
。

そ
の
後
、専
門
的
な
技
術
を
学
び
、

卒
業
後
は
各
部
隊
や
機
関
で
活
躍

し
ま
す
。

○
詳
し
い
こ
と
は

　

和
歌
山
募
集
案
内
所
ま
で

　

☎
０
７
３

４
３
２

４
４
７
９

募　

集

（記入例）
（ウラ） （オモテ）

岩
出
市
役
所

事
業
部
農
林
経
済
課

み
そ
づ
く
り
申
し
込
み

住　

所

氏　

名

電
話
番
号

希
望
場
所

50 〒649-6292

暮らしの情報

製造事業所の皆様へ

統 計 調 査
に御協力ください

　平成19年工業統計調査を12月31日現在で行います。
　調査の実施に当たっては、本年12月から来年1月にかけて調査員
がお伺いします。
　調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づき秘
密が厳守されますので、正確な御記入をお願いします。
　なお、本年の調査より調査項目の一部を改正しましたので、調査
票の記入にあたっては御注意ください。

経済産業省・和歌山県・岩出市
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就
職
基
礎
能
力
速
成
講
座

受
講
生
募
集

（
企
業
が
一
番
求
め
て
い
る
就
職

基
礎
能
力
を
習
得
す
る
た
め
の
講

座
で
す
）

○
習
得
を
目
指
す
能
力

•
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

•
職
業
人
意
識

•
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

•
職
務
遂
行
の
た
め
の
基
礎
的
能

力
•
就
職
活
動
の
た
め
の
「
実
践
・

ノ
ウ
ハ
ウ
」
の
習
得

○
開
催
日
程

　

①
12
月
３
日
㈪
〜
12
月
７
日
㈮

　

②
２
月
18
日
㈪
〜
２
月
22
日
㈮

○
開
催
場
所

　

①
オ
フ
ィ
ス
メ
イ
ト
田
辺
教
室

　
　

田
辺
市
湊
７
６
１

３

　

②
オ
フ
ィ
ス
メ
イ
ト
和
歌
山
教
室

　
　

和
歌
山
市
田
中
町
５

１

１

○
受
講
料

　

無
料

○
受
講
資
格

　

受
講
開
始
日
に
お
い
て
三
十
五

歳
未
満
の
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公

共
職
業
相
談
所
）
に
求
職
登
録
ま

た
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
わ
か
や
ま
に

利
用
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
た
だ

し
、
学
生
の
方
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　

和
歌
山
県
雇
用
推
進
課

　

℡
０
７
３

４
４
１

２
８
０
７

市
文
化
協
会
に
よ
る

作
品
展
示

　

市
文
化
協
会
で
は
、
日
頃
の
ク

ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
と
し
て
作
品
展
示
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
岩
出
お
し
花
ク
ラ
ブ
」

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
展
示
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
岩
出
お
し
花
ク
ラ
ブ
】

○
期　

間

　

12
月
16
日
㈰
か
ら
12
月
24
日
㈪

ま
で
（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
）

○
場　

所

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

１
階　

　

企
画
展
示
室

※
民
俗
資
料
館
の
入
場
時
間
は
、

午
後
４
時
30
分
ま
で
。休
館
日
は
、

毎
週
火
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
（
た

だ
し
、
そ
の
日
が
火
曜
日
、
土
曜

日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
に
当
た
る

と
き
は
、
そ
の
翌
日
）
で
す
。

そ
の
他

こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村から転入してきたとき 印鑑
職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書

（資格喪失日の分かる書面）職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
子どもが生まれたとき 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

▼国保にはいるとき
〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村に転出するとき 印鑑、保険証
職場の健康保険にはいったとき

印鑑、国保と健保の両方の保険証
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被扶養者が死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

▼国保をやめるとき

こ ん な と き 必 要 な も の
退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書
市内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、いっしょになったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書
保険証を失くしたり、汚れてつかえなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの（使えなくなった保険証）

▼その他の届出

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また、国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないようにしま
しょう。おくれると、さかのぼって納めなければなりません。!気をつけましょう !

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は
国
保
の
窓
口
へ
14
日
以
内
に

届
け
出
ま
し
ょ
う

暮らしの情報
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国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を

納
付
し
て
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
病
気
や
け
が
で
障
害
の

状
態
に
な
っ
た
と
き
に
「
障
害
基

礎
年
金
」
が
、
夫
に
先
立
た
れ
た

と
き
残
さ
れ
た
妻
子
に
「
遺
族
基

礎
年
金
」
が
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
年
金
給
付
を
受

け
る
た
め
に
は
、
一
定
の
保
険
料

に
つ
い
て
未
納
が
な
い
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
社
会
保

険
事
務
所
か
ら
催
告
状
が
送
付
さ

れ
た
り
、
電
話
（
国
が
委
託
し
た

民
間
業
者
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）

や
職
員
等
に
よ
る
戸
別
訪
問
と

い
っ
た
納
付
督
励
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
未
納
が
続
く
場
合
に

は
、
法
に
定
め
る
処
分
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
口

座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

保
険
料
を
納
め
る
手
間
と
時
間
が

省
け
、
大
変
便
利
で
す
。
申
込
用

紙
は
納
付
書
に
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
方
に
は
、
申
請
し
て
一

定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
納
付
が

免
除
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
「
国
民
年
金
」
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年
金

課
国
民
年
金
係
ま
で
。

　
　
　
（
内
線
１
６
５
・
１
６
６
）

　

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か
？ 

　
　
　
　
　
　
　
　

国
民
年
金
保
険
料

～岩出市生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

今月は、「五目白和え」をご紹介します。

《料理のいわれ、特徴》
特産品のなばなを使っています。

フレンドグループ

料理名 五目白和え グループ名 フレンドグループ

【材料】（４人分）

白豆腐‥‥‥‥‥‥‥‥ １丁
こんにゃく‥‥‥‥‥ 1/2 丁
なばな‥‥‥‥‥‥‥ 150 ｇ
干し椎茸‥‥‥‥‥ ２～３枚
白ごま‥‥‥‥‥‥ 大さじ４
だし汁‥‥‥‥‥ 3/4 カップ
砂糖‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ３
塩‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ 2/3
具の煮汁‥‥‥‥‥‥‥ 少々

【作り方】

①　椎茸は水に戻してせん切りにする。
②　こんにゃくは５㎜くらいの幅の短冊にして塩も

みをし、湯がき、椎茸と共にだし汁、砂糖、塩
で煮る。

③　なばなも湯がいてこんにゃくと同じ位の大きさ
に切っておく。

④　白豆腐は粗くつぶして熱湯でさっと茹で、布巾
を敷いただるに上げ水気を切る。

⑤　②と③の具、④の豆腐、ごまを混ぜ合わせ、具
の煮汁を少々入れて和える。

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

JR和歌山線（岩出駅・粉河駅）
パーク＆ライド社会実験
【実施期間】
　平成19年12月20日㈭～27日㈭（土日祝除く）
【利用期間】
　6：00～24：00（必ず出庫して下さい）
【場　　所】
　岩出駅と粉河駅付近に無料駐車場を設置
　（無料駐車場利用のための事前登録不要）
※詳細は和歌山運輸支局のホームページ
http://www.kkt.mlit.go.jp/wakayama/pandr/pandr.html

県民ノーマイカーデーが
同時にスタート

　鉄道やバス、自転車や徒歩による
通勤は、環境にやさしく、あなたの
健康づくりにも役立ち、かつ、かけ
がえのない地域の財産である公共交
通の維持につながります。
　和歌山県ノーマイカーデー運動推
進協議会では、毎月20日を県民
ノーマイカーデーとして広く啓発を
進めていくことにしました。みなさ
んもこの機会に車に頼るライフスタ
イルを見直してみませんか。

問い合わせ先／和歌山県庁総合交通政策課　☎073-441-2353

那賀
高校

岩　出
郵便局

国道24号線

JR和歌山線

岩
出
駅

P&R岩出
駐車場

N
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平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険

「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
事
業
」
の

申
し
込
み
が
定
員
に
達
し
ま
し
た

の
で
、
本
年
度
の
受
付
を
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医

療
制
度
改
正
に
伴
い
、
加
入
さ
れ

て
い
る
医
療
保
険
者
で
の
健
康
診

査
を
受
診
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国
保
加

入
者
の
方
々
は
、
集
団
で
の
健
診

を
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
あ

い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
で
、
ま
た
個

別
で
の
健
診
を
市
内
の
各
医
療
機

関
（
健
診
受
診
委
託
機
関
）
で
行

う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
広
報
誌
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
ま
す

の
で
、
ご
覧
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
出
産
を
予
定
し
て

い
る
方
の
出
産
資
金
を
必
要
と
す

る
世
帯
主
に
、
そ
の
資
金
を
貸
し

付
け
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
貸
付
対
象
者

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
加

入
者
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

被
保
険
者
の
方
が
あ
り
、
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
に

限
り
ま
す
。

⑴
一
か
月
以
内
に
、
出
産
を
予
定

し
て
い
る
方

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
、
医
療
機
関

等
か
ら
出
産
に
要
す
る
費
用
の

請
求
を
受
け
て
い
る
方
、ま
た
は
、

既
に
そ
の
費
用
を
支
払
っ
た
方

◎
貸
付
額

出
産
育
児
一
時
金
支
給
見
込
額

（
35
万
円
）
の
５
分
の
４
を
限

度
と
し
ま
す
。

◎
貸
付
利
息　

無
利
息

◎
貸
付
申
し
込
み

　

資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う

と
す
る
世
帯
主
は
、
申
込
書
に
次

の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
書
類
を
添

付
し
て
、
国
保
係
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
出
産
予
定
日
前
１
か
月
以
内
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
及
び
医
療
機
関

等
か
ら
の
出
産
に
要
す
る
費
用

の
内
訳
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書

ま
た
は
領
収
書

　

な
お
、
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

は
、
保
険
年
金
課
国
保
係
ま
で

（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金
貸
付
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か

ら
一
年
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な

い
場
合
は
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と

一
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
と
同
様
に
国
保
税
は
、
課

税
さ
れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

後
日
申
請
に
基
づ
き
国
保
か

ら
給
付
割
合
に
応
じ
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
給
付
の
全

額
又
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

年
金
課
国
保
係
ま
で
納
税
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

国民健康保険税納期
平成19年度 国民健康保険税
第７期分の納期限は、
12月25日です｡

期日に遅れないようにお納めください。
便利で確実な口座振替制度を

ご利用ください。

国
民
健
康
保
険
「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
事
業
」
の

申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
し
た

夕
月
や
遊
歩
の
猫
も
立
ち
止
ま
り　
　
　
　
　
　

梅
本　

喜
美
代

青
密
柑
妥
協
は
否
と
黙
り
こ
む　
　
　
　
　
　
　

小
倉　

豊
子

稲
妻
や
独
り
お
び
え
つ
人
恋
し　
　
　
　
　
　
　

金
岡　

芳
子

稲
光
布
団
を
抱
い
て
時
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　

木
村　

愛
子

奥
の
院
大
杉
を
割
る
稲
光　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
条　

志
帆

ま
だ
早
い
か
買
っ
て
み
よ
う
か
青
み
か
ん　
　
　

竹
谷　

百
合
子

稲
妻
や
詮
無
き
思
ひ
断
ち
難
く　
　
　
　
　
　
　

田
中　

梨
雪

金
柑
や
青
実
と
白
き
花
ひ
か
り　
　
　
　
　
　
　

道
井　

要
子

稲
妻
に
外
湯
出
る
人
残
る
人　
　
　
　
　
　
　
　

中
林　

安
貴
子

青
密
柑
寝
が
え
り
そ
め
し
嬰
児
の
笑
み　
　
　
　

西
永　

千
代

廃
線
の
駅
舎
を
覗
く
青
み
か
ん　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

久
子

影
法
師
休
ら
ふ
畦
に
青
み
か
ん　
　
　
　
　
　
　

松
本　

由
美
子

青
み
か
ん
本
流
支
流
水
清
し　
　
　
　
　
　
　
　

吉
益　

宜
子

影
二
人
添
ひ
て
動
か
ず
稲
光　
　
　
　
　
　
　
　

稲
田　

武
彦

俳
句
会　

九
月
作
品
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「
伝
え
よ
う
文
化
の
心
」を
テ
ー

マ
に
第
２
回
岩
出
市
文
化
祭
が
11

月
３
・
４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

市
民
総
合
体
育
館
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
の
部
で
は
、
市
民
の
皆
様

や
市
内
幼
・
保
育
所
（
園
）、
小

中
学
校
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ

る
力
作
が
数
多
く
展
示
さ
れ
、
多

く
の
方
に
ご
観
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
小
ホ
ー
ル
で
は
文
化

協
会
芸
能
部
の
歌
や
踊
り
を
は
じ

め
、
幼
・
保
育
所
（
園
）
の
園
児

ら
が
可
愛
い
演
技
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
の
広
場
や

各
種
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
も
多
彩

な
催
し
が
お
こ
な
わ
れ
、
今
年
は

テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
、
岩
出
市
文
化

協
会
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
風
景
な
ど

を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展
示
も
行
わ

れ
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
第
２
回
岩
出
市
文
化
祭
は

盛
況
の
う
ち
に
２
日
間
の
日
程
を

終
え
ま
し
た
。

囲
碁
大
会
結
果
（
参
加
者
33
名　

　

会
場　

岩
出
地
区
公
民
館
）

　

Ａ
級
の
部

優
勝　

口
井　

悌
治　

三
段

２
位　

増
田　
　

裕　

四
段

３
位　

湯
川　
　

力　

七
段

　

Ｂ
級
の
部

優
勝　

宮
本　

英
男　

初
段

２
位　

南
條　

光
蔵　

初
段

３
位　

森
川　

大
吉　

２
級

将
棋
大
会
結
果
（
参
加
者
40
名

　

会
場　

山
崎
地
区
公
民
館
）

　

Ａ　

級　

優
勝　

藤
本　

憲
二

２
位　

泉
谷　

武
司

３
位　

味
村　

清
明

　

Ｂ　

級

優
勝　

道
浦　

邦
雄

２
位　

岡　
　

幹
夫

３
位　

竹
田　
　

武

　

11
月
１
日
㈭
早
朝
か
ら
、
岩

出
駅
・
船
戸
駅
前
に
お
い
て
、

「
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
」

及
び
「
同
和
運
動
推
進
月
間
」

の
一
環
事
業
と
し
て
、
合
同
啓

発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
硲
那
賀
振
興
局

長
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
中
芝

市
長
、
岩
出
市
人
権
啓
発
推
進

委
員
会
の
皆
様
方
に
よ
り
啓
発

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

第
34
回
那
賀
地
方
剣
道
錬
成
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
９
月
９
日
㈰

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

《
団
体
戦
》

▽
小
学
生
３
・
４
年
の
部

優
勝　

岩
出
Ｂ
チ
ー
ム

　
（
赤
阪
（卓）
・
竹
橋
・
生
熊
（洋）
・

　

柳
澤
・
松
穂
）

２
位　

岩
出
Ａ
チ
ー
ム

　
（
田
尻
・
奥
谷
（祥）
・
上
杉
・

　

赤
阪
（吏）
・
栗
栖
）

▽
小
学
生
５
・
６
年
の
部

２
位　

岩
出
Ａ
チ
ー
ム

　
（
泉
・
石
井
・
拝
生
（拓）
・

　

中
井
・
山
本
）

▽
中
学
生
（
男
女
混
成
）
の
部

２
位　

岩
出
Ａ
チ
ー
ム

　
（
土
井
・
田
中
・
上
西
・

　

中
野
（貴）
・
拝
生
）

３
位　

岩
出
Ｃ
チ
ー
ム

　
（
松
浦
・
山
下
・
波
戸
・

　

中
野
（博）
・
吉
村
）

《
個
人
戦
》

▽
小
学
生
３
・
４
年
男
子
の
部

優
勝　

赤
阪
吏
洋

▽
小
学
生
５
・
６
年
男
子
の
部

３
位　

山
本
晨
平

▽
一
般
30
才
以
上
男
子
の
部

優
勝　

岩
崎　

猛

２
位　

赤
阪
一
文

第
17
回
岩
出
市
民

オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
９
月
23
日
㈰

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

▽
男
子
１
部

優
勝　

中
村
・
澤
田
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

２
位　

松
山
・
細
川
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

３
位　

仮
家
・
高
幣
（
ス
ク
エ
ア
・
那
賀
ク
ラ
ブ

）

▽
男
子
２
部

優
勝　

鯉
田
・
寺
本
（
キ
ラ
ラ
）

２
位　

松
山
・
高
橋
（
ス
ク
エ
ア
）

３
位　

林
・
藤
井
（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

▽
男
子
３
部

優
勝　

長
村
・
川
野
（
近
大
）

２
位　

岸
本
・
村
田
（
近
大
）

３
位　

殿
最
・
鎌
塚
（
那
賀
高
校
）

▽
女
子
１
部

優
勝　

稲
田
・
早
（
キ
ラ
ラ
）

２
位　

平
野
・
中
林
（
那
賀
高
校
）

３
位　

今
井
・
木
村
（
キ
ラ
ラ
）

▽
女
子
２
部

優
勝　

岡
本
・
佐
田
（
キ
ラ
ラ
）

２
位　

神
崎
・
中
本
（
那
賀
高
校
）

３
位　

川
村
・
西
野
（
加
太
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
３
部

優
勝　

二
宮
・
古
山
（
キ
ラ
ラ
）

２
位　

吉
野
・
辻
野
（
オ
レ
ン
ジ
）

３
位　

亀
井
・
藪
（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
４
部

優
勝　

森
永
・
保
（
キ
ラ
ラ
）

２
位　

瀬
畑
・
柴
田
（
キ
ラ
ラ
）

３
位　

井
上
・
志
田
（
那
賀
高
校
）

ス
ポ
ー
ツ
主
な
大
会
結
果

「人権を考える強調月間」
及び「同和運動推進月間」
における啓発活動が実施
されました

盛
会
に
終
わ
る

第2回
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図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

印は休館日です。☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

12月（2007年）
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5

中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

年末年始のカレンダー

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

　　　　　開館時間：岩出図書館　10:00 ～ 19:00
　　　　　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室：10:00 ～ 18:30

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

12月（2007年）
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5

あなたは読んでから見る派？見てから読む派？
日 本 の 作 品

視聴覚資料 図　　書
タイトル 出演者名ほか 書　名 作　者　名

紀ノ川 岩下志麻ほか 紀ノ川 有吉佐和子

白い巨塔 唐沢寿明ほか 白い巨塔 山崎豊子

新夢千代日記 吉永小百合ほか 新・夢千代日記 早坂　暁

たそがれ清兵衛 真田広之ほか たそがれ清兵衛 藤沢周平

泥棒と殿様 火野正平ほか 泥棒と若殿・秋の駕籠・萱笠 山本周五郎

盲導犬クイールの一生 沢口靖子ほか 盲導犬クイールの一生 石黒謙吾

雨あがる 寺尾聡ほか 雨あがる 山本周五郎

腕におぼえあり 村上弘明ほか 用心棒日月抄 藤沢周平

御宿かわせみ選集 真野響子ほか 御宿かわせみ 平岩弓枝

砂の器 丹波哲郎ほか 砂の器 松本清張

蝉しぐれ 内野聖陽ほか 蝉しぐれ 藤沢周平

大河の一滴 安田成美ほか 大河の一滴 五木寛之

大地の子 仲代達矢ほか 大地の子 山崎豊子

火垂るの墓 アニメーション アメリカひじき・火垂るの墓 野坂昭如

本陣殺人事件 古谷一行ほか 横溝正史自選集 横溝正史

目下の恋人 井川遥ほか 目下の恋人 辻　仁成

＊いずれも岩出図書館に所蔵しています。上記リストのほかにもありますので、ぜひご利用
ください。
＊本はおひとり5冊 2週間、視聴覚資料はおひとり3点 1週間借りることができます。
　ただし、視聴覚資料については予約・リクエストはできません。破損の恐れのある資料
ですので、開館時に直接カウンターへお返しください。

クリスマス
映画上映会

（子ども向け）

12月22日㊏
10時30分～

日
時

場
所
岩出図書館

  大会議室
※入場は無料です（先着100名）

タイトル
●キティとダニエルのすてきな
　クリスマス（45分）
●めいさくどうわ（31分）ほか

12月の

場 所

岩出図書館
お は な し 室

２日•９日
「おはなしドロップス」

16日•23日

「おはなしのとびら」

おはなし会

13時30分～

毎週日曜日に
、

　　おはなし
会開催!!

イルミネーショ
ン

をお楽しみくだ
さい！

　昨年に続き２回目となるクリスマスイルミ
ネーションを 12 月 26 日まで、図書館玄関前
のロータリーで行っています。点灯時間は
16:30～19:00 です。クリスマスイルミネー
ションで皆様のお越しをお待ちしております。
なお、諸般の事情で点灯時間等を変更する場
合がありますので、ご了承ください。
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〒
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和
歌
山
県
岩
出
市
西
野
２
０
９　

℡
０
７
３
６
ー
６
２
ー
２
１
４
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.iw

ade.w
akayam

a.jp/　
本
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市の人口と世帯（平成 19年 10月末日現在）　総人口 51,933 人　男 25,146 人　女 26,787 人　世帯数 19,558

和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー

《
12
月
か
ら
１
月
上
旬
の
催
し
物·
イ
ベ
ン
ト
》【

問
い
合
わ
せ
先
】

〔
住
所
〕
６
４
９

６
２
１
１　

岩
出
市
東
坂
本
６
７
２

〔
電
話
〕
６
２

４
０
２
９
〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕
６
３

２
５
７
０

花と緑の教室

「クリスマスの飾り方」（クリスマスの壁飾り）
●日　時：１２月２日㈰　午後１時３０分～４時

●講　師：フラワースタイリスト

　　　　　森　ルミ（モリ　ルミ）先生

●参加費：材料費として2,000円程度と、

　　　　　入園料（大人：260円）が必要

●現在、参加申込みを電話等で受付中です。（定員３２名まで先着順）

「お正月を飾る寄せ植えの作り方」（松竹梅の寄せ植え）
●日　時：１２月１６日㈰　午後１時３０分～４時

●講　師：園芸研究家　西脇　宗典（ニシワキ　ムネノリ）先生

●参加費：材料費として5,000円程度と、入園料（大人：260円）が必要

●現在、参加申込みを電話等で受付中です。（定員は３２名まで先着順）

花木及び作品の展示会（展示会の最終日は午後４時３０分まで）

「ポタニカルアート教室展」
（11月18日・25日実施の花と緑の教室の作品を展示します）

●日　時：１２月１日㈯～１２月１６日㈰

　　　　　午後９時～午後５時

●場　所：別館展示室の奥側

「冬の洋ラン展」
●日　時：１２月７日㈮～１２月９日㈰　午後９時～午後５時

●場　所：別館展示室

〈年末・年始の営業のお知らせ〉
●１２月２８日㈮から１２月３１日㈪までは休園日とします。

●年始は、１月１日（元旦）からお正月開園します。

●１月３日㈭には“緑花センター新春琴の演奏会”（午前、午後の２回）を行います。

※根来寺への初詣の際には、緑花センターへも是非お立ち寄りください。




